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序 文

国営会津農業水利事業は， 会津盆地の基幹農業用水施設整備のための国営灌漑事業

であり， 会津北部地区事業， 会津南部地区事業及び会津宮川地区事業の 3 事業に分か

れております。 総受益面積は，13, 710haで会津盆地平坦部のほとんどを包含し， 関係

市町村は， 会津若松市外 1 市 4 町 5 村に及びます。

福島県教育委員会は， 昭和56年度にダムに伴う水没地域， 幹線用水路建設予定地に

おいて事業地域内に所在する埋蔵文化財の保護を目的として分布調査を実施し， 52 ヵ

所の遺跡の所在を確認いたしました。 その結果にもとづき， 東北農政局会津農業水利

事務所と保存協議を重ね， 昭和58年度より新宮川ダムの水没地内に所在する 6 遺跡に

ついて発掘調査を実施し， 昭和60年度に終了いたしました。続きまして， 昭和61年度

より宮川地区および南部地区の幹線用水路にかかる遺跡の発掘調査を実施しておりま

す。 本報告書は， これら地区のうち南部地区について、 平成2年度に財団法人福島県

文化センタ ー に調査を委託した会津若松市所在遺跡の神指城跡における調査概要を

「国営会津農業水利事業関連遺跡調査報告x」としてまとめたものです。

今回の調査の結果， 県内でも有数の平城である神指城の外堀の一部が検出され，

未完のまま廃城となった当城の解明に責重な資料を得ることができました。 本書が考

古学・歴史学など学術的研究のみならず学校教育・社会教育においても活用され， 文

化財保護活動の普及・啓蒙に役立ちますならば幸いに存じます。

最後に， この調査に御協力いただいた東北農政局会津農業水利事務所， 会津若松門

田堰土地改良区・会津若松市教育委員会及び地元の方々に感謝の意を表しますととも

に， 調査を行った財団法人福島県文化センタ ー職員の御尽力に心から感謝申し上げま

す。 今後とも， 埋蔵文化財の保護につきまして一層の御理解と御協力をお願いいたし

ます。

平成 3 年 3 月

福島県教育委員会

教育長 大 内 忠 昭



例 口

1. 本書は， 平成2年度会津農業水利事業のうち， 南部地区（門田幹線用水路建設）に伴う下記の遺跡

の発掘調査報告書である。

神指城跡 会津若松市神指町大字高瀬 ・ 中四合

2. 当遺跡の発掘調査費は， 平成 2 年度の国庫補助金， 東北農政局負担金， 県費からなる。

3. 福島県教育委員会は， 発掘調査を財団法人福島県文化センタ ー に委託した。

4. 財団法人福島県文化センタ ー では， 事業第二部遺跡調査課の次の職員が調査にあたった。

文化財主事 丹野 隆明 文化財主事 本間 宏

5. 本書の作成にあたっては， 担当調査員が下記により分担執筆し， 丹野隆明が編集した。

丹野 隆明……序章， 第 2 章第 1 節•第 2 節 3 · 6, 第 3 章

本間 宏……第1章， 第2章第2節1 · 2 · 4 · 5 

6. 出土した木製品の樹種同定は， 福島県立樽物館 松田隆嗣氏に依頼した。

7. 本書に使用した二万五千分の一・ 五万分の一地形図は， 建設省国土地理院長の承認を得て， 複製
使用したものである（承認番号， 平 3 東複， 第30号）。

8. 調奔に関する記録及び出土品は， 福島県文化センタ ー において保管を予定している。

9. 発掘調査及び報告書作成にあたっては， 次の機関・方々の助言・協力を得た。（敬称略）

福島県立博物館・会津若松市教育委員会 ・ 門田堰土地改良区・堀金 靖



凡 例

1. 本書における実測図の用例は次の通りである。

(1)方 位 遺構平面図中の方位記号は磁北を示す。地形図は， 真北を上としている。

(2) ケ バ 遺構内の傾斜部はTmのケバで表現したが， 相対的に緩傾斜の部分は〒〒の

ケバで表現した。

(3)遺 物 漆器の漆遺存部と陶器の施釉部分とは， アミ点で示した。須恵器は， 断面を

ベタ黒 とし， 左端に表面， 中央に断面， 右端に裏面を示した。

2. 本文中および図中で使用した略号は， 次の通りである。

(1) トレンチ

(2) 層位記号

(3) 地点記号

「T」はトレンチを示す。（例；1 T …… 1 号トレンチ）

「L」は遺構外の堆積土層，「t」は遺構内の堆積土層を示す。

（例； L m……基本土層の第m層， e 2 ……遺構内堆積士の第 2 層）

調査区内の地点を示すにあたっては， 調査区北端に任意に設定した測量基

準点からの， 磁北方向を基軸線とした座標上距離によって略記した。

（例；SlOO·E5 ……測量基準点から南へ100m·東へ5 mの地点）

(4) 遺構略号 SD ……溝跡 s s ……集石遺構

3. 遺物の法量は， 原則として図中に記載した。 完形品以外の遺物については， 現存値に（ ）， 

推定値にく ＞を付した。

4. 本文中に引用した氏名については敬称を省略させていただいた。

5. 発掘調査の記録と出土品には， 所在する市町村名と遺跡名を， 次のように略号化して注記し

市町村略号

会津若松市……AW

遺跡略号

神指城跡…… KZJ
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第1節 会津農水事業関連発掘調査の推移

序 章

第1節 会津農水事業関連発掘調査の推移

国営会津農業水利事業は，会津盆地及び周辺地域の農業経営近代化をめざし，安定した用水確

保を目的として農水省東北農政局が実施する農業水利事業である。 事業内容は会津盆地北部に位

置する喜多方市を中心とする約4,740haを対象とする会津北部地区， 会津若松市を中心とする盆

地南部の約4,250haを対象とする会津南部地区，盆地西南部の会津高田町を中心とする約4,7 20ha 

を対象とする会津宮川地区の 3 地区に安定した用水を確保するために，会津北部では熱塩加納村

の濁川上流に日中ダム，会津地方南部の宮川上流にある会津高田町松坂地区に新宮川ダムを建設

し，さらに大川・宮川・大塩川 ・ 田付川等の関係 地域の河川に頭首工を新設して，幹線用水路を

新設・改修するものである。さらに国が行うこの事業に関連して，県営事業による付帯灌漑排水

事業・圃場整備事業が実施されている。事業は会津盆地の 2市9町村に及び受益面積は13, 710ha 

に達する一大 事業である。

福島県教育委員会は，昭和56年度，当事業地域内の埋蔵文化財保護を目的として，ダム築造に

ともなう水没地域と幹線水路建設予定地を対象に，埋蔵文化財の分布調壺（踏査）を実施した。調

査は財団法人福島県文化センタ ー（事業第二部遺跡調査課）に委託し，関係 市町村教育委員会の協

力を得て，昭和56年5 月11日～ 6月 6日，11月24日～11月27日に実施した。その結果，宮川地区

47遺跡，北部地区 1 遺跡，南部地区 4 遺跡の合計52遺跡の所在が確認された。 発掘調査は，分布

調査の成果に基づき，昭和56年 6月から開始し，本年度まで継続して実施してきた。各年度の発

掘調査計画は，県教育委員会

が東北農政局会津農業水利事

務所と工事計画に沿って協議

のうえ策定し，調査は県文化

センター に委託した。発掘調

査は，予備調査（試掘）の成果

に基づいて実施されるのが望

ましいが，工事進行上，緊急

調査を要する遺跡に関して

は，やむを得ず予備調査を省

略して実施している。 第1図 会津南部地区位置図
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序 章

第1表 年度別発掘調査一覧
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別 報告書名

国営会津農業水利事業関連遺跡調査報告Ill

北ノ前
58 I下谷ケ地平A (1次）

〔下谷ケ地平B〕〔腰巻〕〔道上
道上

59 I 下谷ケ地平A (2次）
〔下谷ケ地平c〕
腰巻

60 I下谷ケ地平B
下谷ケ地平c

61 I 清水上
中江聖の宮

62 I 
ーノ堰A
ーノ堰B
大村新田
鬼渡A

63 I 
西窪
〔村東A〕（村束B〕
〔水上〕〔上高野〕
〔冑宮

平成I上冑A
中冑
胄宮西

1 I三十刈
水上
門田条里制跡（中野地区）
〔鹿島〕〔丸山〕〔松沢

国営会津農業水利事業関連遺跡調究報告lI

国営会津農業水利事業関連逍跡調査報告m

国営会津農業水利事業関連遺跡調在報告IV

国営会津農業水利事業関連遺跡調査報告V

国営会津農業水利事業関連遺跡調杏報告VI

国営会津農業水利事業関連遺跡調査報告W

670 集焉跡（縄文）
460 集落跡（縄文•平安）

2,000 集落跡（縄文•平安）
717 散布地（縄文）
365 散布地（縄文•平安）

3,000 媒落跡（中世）

国噛会津農業水利事業関連遺跡調査報告圃

国営会津農業水利事業関連遺跡調査報告IX

平成2 年度の発掘調査は， 会津南部地区の神指城跡， 会津宮川地区の平林B遺跡 ・ 権現山下遺

跡 ・ 鹿島遺跡の 4 遺跡について調査を実施した。 南部地区は， まず 4 月中旬， 神指城跡の範囲確

認調査(1次調査）を実施した。神指城跡は昭和44 年の圃場整備の際， 本丸および二の丸の 4隅の

土塁を残して消滅した近世の平城である。造営 年代が明確であり， なおかつ様々な文献に記載さ

れている城館跡でありながら， 現在まで本格的な調査がなされなかった。調査の結果， 水田下よ

り堀跡が確認されたため， 協議の結呆， 今年度水路工事にかかる南側外堀跡を中心として発掘調

査( 2 次調査）を行うことになった。 調査は， 水稲刈り上げ後9月末より開始し， 11月初旬に終了

した。 宮川地区は， 4月下旬より平林B遺跡と権現山下遺跡から発掘調査を開始し， 五月上旬に

終了した。鹿島遺跡は， 5 月より部分的に調査を実施した。 途中， 工事計画の変更等により調査

を一時中断したが， 6月中旬よりようやく再開することができた。調査は順調に進み， 9月下旬

に調査は終了した。本報告書は， 南部地区の神指城跡の調査についてまとめたものであり宮川地

区の調査については『国営会津農業水利事業関連遺跡調査報告XI』に収録の予定である。

第2表 平成2年度発掘調査一覧
遺跡名 所 在 地 調査面積 調究態間 備

m 2 4. 17 - 4. 25 1次調査
神指城跡 会津若松市神指町大字高瀬・中四合 1,460 5.16 

9.25 - 11.9 2次調査
平 林 B 新鶴村大字米田字平林 620 4. 25 - 4. 26 
権 現山下 会津高田町大字八木沢字権現山下 560 5. 9 - 5. 11 

鹿 島 会津高田町大字荻窪字鹿島・若林 3,200 5. 9 - 5. 15 
6.12 - 9. 27 
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第2節 自然的環境

第2節 自然的環境

今匝調壺した神指城跡は， 東西13km, 南北32kmの福島県内で最大 の盆地である「会津盆地」の東

部に位置している。 会津盆地は， 東に奥羽脊梁山地に属する吹矢山断層崖と， 西に越後山地に属

する明神ケ岳山断層崖にはさまれた地溝状盆地と考えられている。

会津盆地東部の地形は， 山地・丘陵地 ・ 盆地内低地の 3つに大 別することができる。

山地は， 奥羽脊梁山地に属する中起伏の山陵（山頂高度が550-700m前後）の背中灸山地および

背中灸台地， 吹矢山山地が南北に続き， 南は烏帽子山地， 北は雄国山地に接する。 吹矢山山地内

では所々に， 大 規模な山崩れ・地すべり地形が存在する。 山地を構成する地質は， 主に， 凝灰岩

から成っている面川層と田中層である。 これらの地層は， 今から約4,000-3,000万年前の新生代

新第三紀中新世頃， 海底火llJ活動によって海底に没していたこの地域に， 沈降．堆積した火山灰

で組成されている。この地層内よりニシキガイ・ミノガイの化石が発見されている。この地層は，

その後の造山運動により隆起し， 現在の姿となっている。

丘陵地は， 高度350-550mの小起伏の尾根が山地形に接して延びている。 この丘陵を構成する

地質は， 主に石英安山岩質浮石凝灰岩より成っている背中灸山層と， 安山岩質の火砕流堆積物で

ある。 背中灸山層は， 今から約百数十万年前の新生代新第三紀鮮新世終わりから新生代新第四紀

更新世の初めにかけての陸上火山活動 で， 噴出した火山灰の堆積によって形成された層である。

火砕流堆積物は， 巨大 なカク礫を含んでおり， 河 東町を流れる日橋川およびその支流の大 工川 ・

金山川・吹屋川に沿って分布している。 従来これは， 猫魔火山の噴火によるもの（大 原火山火砕

屑流堆積物）とされていたが， 約 8万年前の更新世終わりに起こった磐梯火山の爆発により流出

した火山火砕屑流堆積物（翁島火山火砕屑流堆積物）の延長と言う考えが有力となっている。

盆地内低地は， 3 つに区分できる。 上位扇状地および段丘・中位扇状地 ・ 下位扇状地である。

上位扇状地および段丘は， 丘陵および小起伏山地に接して， 会津若松市院内の湯川の奥や郷ノ

原（院内段丘礫層）， 小範囲に分布している。 段丘は， 砂礫層により成り， 10m前後の比高差があ

る。 形成時期は， 新生代第四紀更新世の終わりと考えられている。 なお， この層は， 盆地内に埋

没し， 地下140mまで層（盆地埋積更新統）を形成している事が確認されている。 中位扇状地は，

中起伏山地を源とする中小河川によって形成された小規模のものである。 湯川と大 工川によって

形成された扇状地は， よく発達しているが， 扇端部分は， 下位扇状地と判別が難しい。 下位扇状

地は， 大川によって形成された大規模な氾濫原が主体をなしている。 中位 ・ 下位扇状地は， 砂礫

の堆積層で構成され， 大 きさは中礫・小礫程度のものである。 これらは， 第四紀完新世および更

新世に形成されたと考えられており， 上述した段丘を形成する砂礫層の上を覆っている。
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第2図 遺跡周辺地形分類図

- 4 -



二汀應誓

岩質岩石

口扇状地段丘堆積 ［二竺言石英安山岩質
戸 0／

，

ぐ ’ 砂・礫．泥 日生［：日凝灰岩

瓢安山岩質岩石

第3図 遺跡周辺表層地質図

第2節 自然的環境

火山砕屑物 冒泥岩•砂岩·
手凝灰岩てゴ江丑囀

[ ---］現河床堆積
---i砂 ・礫

- 5 -



序 章

第3節 歴史的環境

会津盆地東部における遺跡の分布を観察してみると， 諸河川によって形成された段丘および扇

状地に集中して分布しているが， 時代別に特徴を見出すことができる。

旧石器時代の遺跡は， 現在のところ発見されていない。 これは， 沖積世における河川の沖積作

用によって盆地内は， 絶えず変化したためと考えられている。 東部の更新世の残存する台地で，

遺跡が発見できる可能性はある。

縄文時代の遺跡は， 上位扇状地上に多く分布している。 特に， 湯川 ・ 不動川の沿岸部の段丘面

には， 黒 岩遺跡・牧沢遺跡・正法寺遺跡 ・ 餓鬼免遺跡等早期から晩期まで断続して存在している。

弥生時代では， 墓料遺跡が弥生時代初頭の再葬墓として有名である。 畿内第 1 様式に属する木

葉文を有する士器が出土しており， 西日本の文化の影響を急速に受容していたことを物語ってい

る。 南御山遺跡は， 中期の標式遺跡である。磨消縄文及び渦文・連弧文からなる弥生土器（南御

山I式， II式）とともに， 管玉や勾玉が出土している。 これより 1型式新しい士器が出土する遺

跡に， ニツ釜遺跡がある。 ニッ釜式土器は， 渦文 ・ 連弧文は継承するものの，磨消縄文が消失し，

かわってミガキが施される。 さらに 1型式新しい土器を出土する遺跡には， 川原町口遺跡がある。

川原町口式士器は， 文様の間隔が更に狭まり， 2 本沈線による精緻な渦文を成しているのが特徴

である。 宮ノ腰遣跡では， 後期の天王山式土器とともに石包丁が出土している。

古墳時代では， 大塚山古墳群が有名である。 古墳群は， 大塚山古墳( 4世紀中頃）・円墳群( 5

~ 6世紀） •横穴群(7~8世紀 現在消滅）より構成されている。 大塚山古墳は， 従来， 柄鏡式

古墳と認識されていたが， 1988年の測量調査により， 全長 114mで 2 段ないし 3 段の築成で前方部

は幅の広い直線に延びる形であることが明確になった。 堂ヶ作山古墳は， これより東部の高い尾根

上に築造された全長7 5mの前方後円墳で大塚山古墳より古い時期のものである。 横穴群は， 6世

紀末から 8世紀にかけて流行する墓形態であるが， 河 東町の丘陵部南斜面に多く分布している。

古墳時代以降の人々は， 農耕のため下位扇状地まで生活範囲を広げているが， 大川の氾濫によ

って度々水没しており， 集落跡等は現水田面下に埋没している可能性が大 きい。 また， 集落は低

地内でも微高地に形成しており， 時代が複合している遣跡が多い。 屋敷遺跡・東畑遺跡 ・ 庄司口

遺跡等が該 当する。 門田条里制跡は， 最近の調査により， 平安時代の木簡や中世の集落跡が検出

されているが， 現在のところ奈良時代にまで遡るものは確認されていない。 中世に入ると， 城館

跡以外はあまり確認されていない。 これは住居形態が平地式となり， 柱痕列以外の遺構の検出が

困難なためであろう。 若松城は， 蓋名氏によって黒 川城として築城されたが， 蒲生氏郷によって

現在の原形が築かれた。 その後， 会津松平氏の居城として明治まで至った。
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第 3 表 神指城跡周辺遺跡一覧

番号 遺 跡 名 住 所 種 別 時 期 備 考
l 東高久遺跡 会津若松市神指町高久字東高久 散布地 弥生 ・ 奈良 • 平安 弥生士器 ・ 土師器 ・ 須恵器
2 千刈遺跡 会津若松市高野町界沢字千刈 散布地 弥生 ・ 奈良 • 平安
3 橋本木流遺跡 会津若松市高野町橋本字木流 古 墳 古墳
4 横沼西遺跡 会津若松市神指町北四合字横沼西 散布地 古積 ・ 奈良 • 平安 土師器 ・ 須恵器
5 向川原遺跡 会津若松市高野町界沢字向川原 散布地 奈 良 • 平安 土師器 ・ 須恵器
6 矢玉遺跡 会津若松市高野町界沢字矢玉 散布地 弥生 ・ 奈良 • 平安 弥生土器 ・ 土師器
7 下吉田遺跡 会津若松市高野町柳川字F吉田 散布地 弥生 ・ 奈良 • 平安 弥生上器 ・ 須恵器
8 上吉田遺跡 会津若松市高野町柳川 字吉田 散布地 奈良 • 平安 土師器 ・ 須恵器
， 上高野遺跡 会津若松市高野町上高野 貝 塚 占墳 ？ 淡水貝類
IO 船 ヶ 森西遺跡 会津若松市一箕町鶴賀字舟 ヶ 森西 集落跡 奈良 • 平安 ・ 中世 士師器 ・ 須恵器
1 1  船 ヶ 森北遺跡 会津若松市一箕町鶴賀字舟 ヶ 森北 散布地 古墳 ・ 奈良 • 平安 土師器 ・ 須恵器
12 松窪古墳 会津若松市一箕町松窪 古 項 占墳
13 屋敷遺跡 会津若松市町北町屋敷 骸布地 弥生 ・ 奈 良 • 平安 弥生士器 ・ ：t師器 ・ 須恵器
14 長原古墳群 会津若松市一箕町長原 古 墳 古墳
1 5  内林古墳群 会津若松市一箕町内林 古 珀 古墳
]6 東原古墳群 会津若松市一箕町東原 古 墳 占墳
17 小敷沢瓦窯跡 会津若松市一箕町八幡字小敷沢 窪 跡 奈良 • 平安
18 小敷沢北古墳 会津若松市一箕町八幡字小敷沢 古 墳 古墳
19 小敷沢南古墳 会津若松市一箕町八幡字小敷沢 古 墳 古墳
20 神指城跡 会津若松市神指町高瀬 ・ 中四合 城館跡 近世
21 宮下遺跡 会津若松市町北町上荒久田字宮下 散布地 奈良 • 平安 士師器 ・ 須恵器
22 村西遺跡 会津若松市町北町上荒久田字村西 散布地 弥生 ・ 奈 良 • 平安 弥生土器 ・ 1:：師器
23 村北遺跡 会津若松市町北町上荒久田字村西 散布地 弥生 ・ 奈良 • 平安 弥生土器 • 土師器 ・ 須恵器
24 大塚山古墳 会津若松市一箕町八幡 占 墳 古墳 三角縁二神二獣鏡 ・ 銅銀 国指定
25 石佛古墳 会津若松市一箕町北滝沢 古 墳 古墳
26 北滝沢遺跡 会津若松市一箕町北滝沢 散布地 縄文～奈良
27 堂 ヶ作山古墳 会津若松市一箕町八幡堂ヶ 作lli 古 墳 古墳
28 鶏林遺跡 会津若松市町北町石堂字鬼渡甲 散布地 弥牛 ・ 奈良 • 平安 弥生土器 • 土師器
29 上養蚕供養塔 会津若松市一箕町字上登蚕字柿 ノ 木 石造物 中世
30 墓料遺跡 会津若松市一箕町 散布地 縄文 ・ 弥生 ・ 奈良 • 平安 縄文土器 ・ 弥生士器 ・ 土師器
31 門 田遺跡 会津若松市一箕町八幡字門田 散布地 奈良 • 平安 土師器 ・ 須恵器
32 妙国寺五輪塔 会津若松市一箕町八幡字村西 石造物 中世
33 旧滝沢本陣 会津若松市一箕町八幡字村後 近世 国指定
34 二 ツ 釜遺跡 会津若松市神指町黒川字ニ ツ 釜 散布地 弥生 弥生土器
35 興徳寺供養塔 会津若松市栄町 石造物 中世
36 蒲生氏五輪塔 会津若松市栄町 石造物 近世
37 餓鬼免遺跡 会津若松市東山町石山字餓鬼免 散布地 縄文 縄文土 器
38 正法寺遺跡 会津若松市東山町石山字神江乙 散布地 縄文 縄文土器 ・ 石鏃 • 石斧
39 川 原 町 口 遺跡 会津若松市栄町川原町口 散布地 弥生 弥生土器 ・ 石鏃 • 石斧
40 若松城跡 会津若松市追手町 城館跡 中世 ・ 近世 国指定
41 鶴 ヶ 城三 ノ 丸遺跡 会津若松市追手町 散布地 弥生 弥生ナ器
42 黒岩遺跡 会津若松市門 田町黒岩字宝山 散布地 縄文 縄文土器 ・ 石鏃 ・ 石匙 • 石斧
43 牧沢遺跡 会津若松市東山町石山字牧沢上の台甲 散布地 縄文 縄文土器
44 青木遺跡 会津若松市門 田 町黒岩字青木 散布地 弥生 弥生土器
45 五輪塚古墳群 会津若松市門 田町飯寺字五輪塚 占 墳 古墳
46 門田条里制跡 会津若松市 門 田 町 平安 ・ 中世
47 南御山遺跡 会津若松市門 田町御山字中丸 散布地 弥生 弥生土器 ・ 石鏃 ・ 石匙 ・ 石錘 • 石

斧 ・ 管干． ・ 勾玉 ・ 土錘
48 八幡前遺跡 会津若松市門田町御山字八幡前 散布地 縄文 ・ 弥生
49 御 山 館 会津若松市門田 町御山字館 ノ 内 城館跡 中世
50 宮 ノ 腰遺跡 河東町大字広田字宮 ノ 腰 散布地 弥生 拿 古墳 弥生土器 ・ 土師器 ・ 石包丁 ・ 石斧
51 萱窪五輪塔 河束町大字金田字萱窪 石造物 近世
52 萱窪十六夜塔 河東町大字金田字萱窪 石造物 近世
53 狐窪遺跡 河東町大字金田字狐窪 散布地 古墳 ・ 奈良 • 平安 士師器
54 蟹沢遺跡 河東町大字金田字蟹沢 散布地 古墳 ・ 奈良 • 平安 土師器
55 駒板新田横穴群 河東町大字金田字大作堰上 古 墳 古墳
56 大作堰上遺跡 河東町大字金田字大作堰上 骰布地 奈 良 • 平安 土師器
57 藤倉館跡 河東町大字倉橋字藤倉 城館跡 中世 町指定
58 倉橋供養碑 河東町大字倉橋字 ノ ク ネ 石造物 中世 町指定
59 清松寺跡 河東町大字倉橋字ノ ク ネ 杜寺跡 中世
60 壇 ノ 前遺跡 河東町大字倉橋字壇ノ 前 散布地 奈良 • 平安 土師器
61 庄司口遺跡 河東町大字倉橋字庄司 口 散布地 古墳 ・ 奈良 • 平安 土師器 ・ 須恵器
62 東畑遺跡 河東町大字倉橋字東畑 散布地 古墳 ・ 奈良 • 平安 土師器 ・ 須恵器
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神指城跡周辺の遺跡分布図 （国土地理院1/5万）
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第 1 節 遺跡の位置 と 地形

第 1 章 調 査 経 過

第1節 遺跡の位置 と 地形

神指城跡は， 会津若松市神指町大 字高瀬・中 四合に所在し， その位置は会津盆地の ほ ぽ中央に

あたる。 会津若松 城（鶴ケ城）天守閣跡からは， 直線距離にして北西4. 15kmの位置である。国道49

号線と252号線が交わる高瀬新田地区から城跡東辺 ま では西南西約0. 6kmの距離で， ここからは城

跡の全容を良く望む こ とができる。

城跡の西側には大 川（阿賀川 ）が， 東側には湯 川 が北流しており， 一帯は， この両河 川に挟 ま れ

て形成された氾濫原お よ び自 然堤防地となっている。大 川 は， 幾度となく氾濫をくり返しており，

神指城築城の後にも， 大 規模な氾濫に よ って南西部が削り取られている。 ま た， 会津盆地東縁の

吹矢山地・背中灸山地から北流する湯 川 の支流は， かつては神指城跡付近において大 川 と合流し

ていた よ うであり， 圃場整備以前の航空写真（図版 1 ) からその形跡を窺い知ることができる。

神指城跡は， 昭和40年代前半 ま で， 二の丸（外郭）を形成する土塁や外堀跡が遺存していたが，

圃場整備事業に伴い， 二の丸の土塁は四隅の一部分のみを残して破壊された。残存する土塁と周

囲の水田面との比高差は 5 - 6mである。北東 コ ー ナ ー の土塁上にはケヤキの古木が立 ち ， 往時

をしのばせている。 現在， 本丸は起伏のある畑地， 二の丸の大 半は水田と化している。

第2節 調 査 経 過

1 . 調査に い た る ま での経過

神指城跡は， 慶 長 5 年（西暦1600 年）に上杉景勝が築城した城跡として著名な周知の遺跡であっ

た。 国営会津農業水利事業に よ り， 城跡内に幹線用水路を埋設するため， 平成 2 年 4 月， 東北農

政局会津農業水利事務所・門田堰土地改良区・県教育庁文化課・県文化センタ ー の間で保存協議

が行われ， 記録保存を目的とした発掘調査を実施することになった。

発掘調査を実施するにあっては， 種々の時間的制約 があった。二の丸におけるエ区の大 半は水

田となっており， 調究開始時期は稲刈り終了後に限定される こ ととなった。 ま た， 本丸の南東部

は高等学校の グ ラ ン ド（野球場）となっており， 工区内に外野 フ ェ ンスと立木が存在することから，

こ れらの撤去が完了しない限り， 調壺には着手できない状態であった。 さらに本丸東縁を取り囲

む内堀跡の調企にあたっては， 現在使用されている老朽化したコ ンク リ ー ト 製水路を撤去する必

要があり， 水路の水を遮断するためには， 水田の落水時期を待たね ばならないという条件が重な
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第1 章 調 査 経 過

った。

これらの条件のもとで効率的な調査を行うには遺構の存在する範囲を確認し， その遺存状態・

密度・深さ・遺物出土層位な どを事前に把握しておく必要があった。 このため， 工区に関わる

地権者の同意のもと， 田植えに先立つ 4 月 後半の時期に， 1 次調査を実施することとなった。

2 .  1 次調査の経過

4 月 17 日から 4 月 25日にかけて， 1 次調査を実施した（第 6図）。対象地区は， 二の丸の北側と

南側の水田で， 本丸東縁に接する廃材置き場と グ ラ ン ドの部分に関しては， 調査条件が整わず，

1 次調査の対象外となった。

工事予定区内に幅 2 m, 長さ15-24mのト レ ン チを16本設定し遺構・遺物の有無の確認を行っ

た。 重機を活用しながらの調査となったが， 水田面の下部には礫層が存在することが多く， 水

田土壌に礫が混 じらぬよう留意し， 埋め戻しに際 しても旧状に復するような配慮が必要であった。

調在により， 二の丸北側では 1 ~ 3 号ト レ ン チで内堀が， 7 ～ 9号ト レ ン チで外堀がそれぞれ

確認された。さらに 6号ト レ ン チでは南北方 向 に延 びる溝跡（または道跡）も発見され， 二の丸を

さらに分割していることが予想できる結果を得た。 堀跡内からは漆器・下駄の出土も見られた。

また， 二の丸南側においても， 13-16号ト レ ン チにおいて外堀跡を確認した。この結果， 神指城

跡の堀跡は良好な状態で遺存しており， 城跡の範囲も調査前に推定した範囲と ほ ほ同様であるこ

とが判明した。

3 .  2 次調査の経過

1 次調査の終了後， 工事計画が変更となり， 平成 2 年度内に着工する箇所は二の丸南側まで と

なった。 本丸東縁付近と二の丸北側の工事は平成 3 年度に持ち 越され， 平成 2 年度は二の丸南側

についてのみ 2 次の発掘調査を実施することとなった。

調在は， 1 ,460 m'を対象に9月 27 日から 2 ヵ 月 間の予定で計画し， 会津農業水利事務所により

工区・排土置き場の借地手続きな どの条件整備も進められた。 しかし， 天候不順で借地部分の稲

刈りが終了せず， 稲刈りの終了した部分から段階的に調査に着手することとなった。 地権者の協

力により， 10月 4 日には調査予定区域の稲刈りが全て終了し， 本格的な調査が可能となった。

表土剥 ぎにあたっては， 礫が水田土壌に混 じらないよう， 排土置き場部分の表土も剥 ぎ， 表土

と礫混 じりの土と分けて捨てることとした。 再三の雨に悩まされその都 度排水作業に手間取っ

たが， 10 月 下旬には幅44 m , 深さ1.42mの外堀跡を完掘した。 外堀跡の他には， 確実に城にと

もなう施設は確認されなかった。 特に， 二の丸内の平場に建物等を構築した痕跡がないのは予想

外であった。調査は順調に進み， 11 月 上旬には溝跡・集石遺構の調査も終えた。11 月 9日， 発掘

器材を撤収し， 2 次調査の全行程を終了した。

- 10 -
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第 2 章 発掘調査の方法 と 結果

第 2 章 発掘調査の方法 と 結果

第 1 節 1 次 調 査

1 . 調査方法

1 次調査は， 工事区範囲 に お け る神指城跡の遺構の確認 を 主 た る 目 的 と し て実施 し た。 調査範

囲 は ， 神指城跡の南側外堀 が存在 し て い た と 考 え ら れる 中 四合地区か ら ， 北側外堀が存在 し て い

た と 考 え ら れ る 大 田地区 ま での全長お よ そ800m が対象 と な っ た。 外堀跡 は ， 昭和44年の圃場整

備の際に残さ れた 4 隅の二の丸土塁 を 目 安 と し て想定 した。 現況は， 水田 （休耕田 を含む） ・ 廃材

置場 ・ 私立若松第一高等学校グラ ン ドで あ る 。 調査は ト レ ン チ を設定 し て行 っ た 。 ト レ ン チは，

県教育庁文化課 と 会津農業水利事務所， 会津門 田堰土地改良区お よ び福 島県文化セ ン タ ー 調査担

当者の協議 に よ り ， 2 X 20 m を 基準 と して路線計画 に沿っ て水田部分に計16本 を 設定 した。 廃材

置場 と グ ラ ン ド に 関 し て は， 内堀 に想定 さ れ る 部分で あ っ たが， 今回の対象外 と した。 ト レ ン チ

の発掘 は， 0 . 45吋のバ ッ ク ホ ー に よ り 表土お よ び砂礫 を掘削 し， その後手作業 に よ り ， 内部 を精

査す る 方法で行 っ た。 その際， 重機 に よ る掘削 は， 表土層 が薄いた め表土 と 砂礫 を 区分 し て行 っ

た。 ま た， 堀跡を検出 した ト レ ン チ につ い て は， 遺跡の性格を確認す る た め部分的 に ， 遺構内 の

掘 り 下げを行 っ た。 な お ， 重機導入 に よ る ト レ ン チ調査は， 遺跡の性格上省力化 を 図 る た め と ，

埋め戻 し の段階で十分に水田の床土 を 填圧す る 必要があ っ た ためであ る 。

調査の記録は， ト レ ン チ位置 を 会津農業水利事務所で作成 し た500分の 1 の工事計画図 に記入

し， 各 ト レ ン チ の事象は ト レ ン チ カ ー ド に記録 し た。 ト レ ン チ図 は， 80分の 1 で略図 を作成 し た。

写真撮影は， 35mm フ ィ ル ム のモ ノ ク ロ ー ム お よ びカ ラ ー リ バー サルで同 ー ア ン グル ・ 同ー コ マ 数

の撮影 を行 っ た。

2 . 遺構 と 遺物

各 ト レ ン チ の土層 は， 若干異な る が， 大 ま か に 4 層 に分かれ る 。

第 1 層 (LI ) は， 表土で， 暗褐色 シ ル ト 層 で あ る 。 こ の層 は水田 の耕作土で 2 層 に細分で き る 。

下層 は， 水田の床土 を 形成 し て い る部分で， 鉄分を多 く 含み， 酸化 して赤褐色 に な っ て い る 箇所

が多い。 層 の厚 さ は， 17-40cmであ る 。

第 2 層 (LII ) は， 青灰色 シ ル ト 層 で， 昭和44年 の圃場整備の際 に整地 さ れた盛 り 土で あ る 。 層

の厚 さ は， 10~80cm と 場所 に よ り 差があ る 。 礫 を 多 く 含み， 廃材 も 若干混 じ っ ていた。

第 3 層 (Lill) は， 暗褐色粘土質 シ ル ト 層 で旧水田 と 考 え ら れ る 。 原地形が低い部分 にの み存在 し，

- 12 -
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欠層 し て い る ト レ ン チ が多い。 層 の原 さ は， Z0-40cmで あ る 。

第 4 層 (LN ) は ， 暗褐色砂質 シ ル ト で， こ の地域の地 ll_1 と 考 え ら れ る 。 大川 の 堆積作用 に よ り

形成 さ れた層 で， 径 2 - 50cm の丸礫が多醤 に 混入 し て い る 。

遺構 は， l T  · Z T  · 3 T  · 6 T  · 7 T  · S T ·  9 T  · 13 T  · 14 T  · 15 T  · 16 T の計11 ヶ 所で

検出 さ れ た 。 遺構検 出 面 は 第 4 層 上面で あ る 。 いずれ も 堀跡であ る 。 そ の他の遺構は検出 さ れ な

か っ た。 細別す る と ， 1 T - 3 T は， 本丸土塁外側 に付随す る 内堀 （北西部） と 判 断で き る 。 1 T 

で は ， 堀 と 土塁 の 境 を 検 出 し た 。 部分的 に掘 り 込ん だ と こ ろ ， 堀 は ， 土塁 に 向 か っ て な だ ら か に

立 ち 上が り ， 犬走 り と 考 え ら れ る 幅80cmの平坦面があ り 土塁北辺に 接続 して い る 。 土 塁 に は石積

み の痕跡 は な か っ た 。 3 T で は， 堀 の上面で旧 畦畔が確認 さ れた。 畦畔は北西 に 延 びて お り ， 幅

は40cm前後で あ る 。 圃場整備前 ま で機能 し て い た も の と 判 断 さ れ る 。 賠褐色粘土で よ く 締 ま っ て

い る 。 7 T - 9 T は， 北側外堀 と 判 断で き る 。 7 T と 9 T で は堀 の緑辺が確認で き た 。 こ の こ と

か ら ， こ の路線での外堀北側の堀幅は， 50 m 前後 と 推定 し た。 13 T - 1 6 T は， 南側外堀 と 判 断で

き る 。 1 3 T と 16 T で堀 の縁辺が確認で き た。 堀幅は こ の 時点 で， 70 m 前後 と 推定 し た 。 6 T は，

内堀 に も 外堀 に も 属 さ な い想定外の堀 で あ る 。 堀の方向 は南西か ら 北東 に 延 びて お り ， 河川 の流

路 と は考 え ら れず， 築城時の も の と 判 断 し た 。 遺構内堆積土 は ， グ ラ イ 化 し た青灰色粘質 シ ル ト

で ほ ぼ共通 し て い る が， 各 ト レ ン チ に よ っ て検 出状況が違 う 。 内堀跡 ( 1 T - 3 T ) は， LIII 旧 水

田土層下 1 m 前後で確認で き る 。 北側外堀跡 ( 7 T - 9 T ) お よ び南側外堀跡 (13 T - 16 T ) で は ，

L]I 盛土層 で確認で き る 。
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第 1 節 1 次 調 査

4 T  5 T  6 T  7 T  8 T 9 T  

日
屈゜：渭 I翌碍l

1 4T 
L I ， 暗褐色シル ト （表土）
L JI ， 青灰色シル ト （礫含む）
L m ， 暗褐色粘土質シル ト （旧

水田）
L N ， 賠褐色砂質シル ト （礫含

む）
! ］ ， 肯灰色粘質シル ト
l 2 ， 灰茶褐色砂質土 （礫含む）

遺物は， 3 T と 8 T で出土した 2 点のみである 。 3 T では， Lill ょ り下駄が出土した。 全長19,4cm,

幅6.2cm， 厚 さ2.5cmで樹種はホ オノキである。柾 目 取り さ れた差歯の下駄で表面形は角形で横緒穴は

後歯の後にあけられた後穴式である。 歯の部分は欠損してい る 。 台木には部分的に漆が塗布 さ れ

た痕跡を残して いる。台木上面の消耗状態より，左足側のもの （少なくとも左足での使用頻度が

高 い）と判断 さ れる。 時期は不明である 。 8 T では， 堀跡 g 2より漆器椀が出土した。 高台付椀で

高台部が欠損している。 残存高3 .0cm, 底径5.0cmでブナ材である。 椀の内外面に赤漆が施 さ れて

おり， 下地には柿渋が塗布 さ れている。 漆は遺存状態が悪く内面は剥離して いる。 圃場整備の際

の混入物と判別が付きにくく，時期は不明であ る 。

3 .  ま と め

調壺の結果， 以下のことがわか っ た。

1 . 調査区内より計 4 条の堀が確認 さ れた。 その内 3 条は， 内堀と外堀の想定 さ れた箇所より確

認 さ れ， また 6 T で検出した 1 条は，北側二の丸部分に北西に延びる可能性があるものである。

2 . 二の丸平場部分には， 南側・北側共に建物跡等の遺構は確認できなか っ た。 これは， 昭和44

年の圃場整備の際， かなり削平 さ れたためと考え ら れる。 水田部分と現地形を留めていると考

え ら れる墓地との比高差は70-lOOcmで， すべて一様でな いとしても， かなり切り盛りが行わ

れていると判断できる。

3 . 遺物は微少であるが， 堀跡か ら出土した。 しかし， 築城時のものか どうかは断定できない。
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第 2 節 2 次 調 査

1 . 調査方法

調査を開始するにあたり， 調壺区をlO X lOm四方のグ リ ッ ドに分割した。 グ リ ッ ドの設定に際

しては， 国家座標が明示 さ れた工事杭や三角 点等が周辺に存在しなかったため， 調査区北端に任

意の基準点(EWOO · N S OO) を定め， そこから南北基軸線を磁北に合わせることとした。 そして

南北基軸線に直交する東西軸線を10m ごとに設け， 北から南へ 1 区・ 2 区・ 3 区……24区とした。

また， 南北基軸線を境に東側を A 区， 西側を B 区とし， この二者を合わせてlA区， 16B区な どの

グ リ ッ ド名を付けることとした。 調壺区内の地点の位置関係 は， 基準点からの東西南北の座標上

の距離で示すこととした。 EWOO · N S  00から南へ100m, 西へ5 mの位置であれ ば， 略号とし

て S 100 · W 5 な どのように示すことにしたわけである（第12図）。

表土剥 ぎには重機を活用したが， 外堀跡は人力で掘り上げた。 深い部分に関しては， 危険防止

のため， 調査区を一部拡張して法面に勾配をつけた。 排出土砂は， 調査区西側の借地部分に捨て

たが， 水田士壌に礫が混 じるのを防 ぐため， 土拾て場部分の表士も一旦剥いでから士を捨てるこ

とにした。

遺構の記録に際しては， 平面図・断面図を1/10または1/20の縮尺で図化し， 写真は35mmカ ラ ー

リ バー サ ルおよびモノク ロ ー ムと， 大型カ メ ラ を併用した。

2 . 基本層 序 （第13図， 図版12)

本遺跡の層序には， 地点によって大きな違いが認められる。 これは， 大川（阿賀川）の度璽なる

氾濫や流路変更によるものと考えられる。 今回の調査区においても， 詳細な年代は不明ながら，

かつての大川の東岸と考えられる部分が発見 さ れている。 以下， 本遺跡の基本士層について説明

を加える。

盛士層；圃場整備後の水田の畦畔や道路を構成する人為的な盛土。

LI ；灰色粘士質 シ ル ト 層。 現在の水田土壌である。

LIi ；暗灰黄褐色 シ ル ト 層。 圃場整備以前の水田士壌である。 以下の 3 層に分かれる。

LIi a ; 2.5Y 4/2 粒子が細く， 径 2~ 4 cmの礫を含む。 炭化物含有。

Lll b ; 2. 5 Y5/2 粒子がLIiaよりも さ らに細かい。 炭化物含有。

LIi C ; 2. 5 Y 4/2 径 2~ 4 cmの礫を含む。 炭化物含有。

LIil ； 灰色砂質士層。 LNの直上に堆積する砂と小礫の層。 外堀跡の南側に顕著に堆積している。

大川の氾濫に起因する土層と考えられる。 外堀跡はこの層を掘り込んでいる。
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LN ； 黄褐色粘土質シル ト を主体とする 水性堆積土層。 調査区の北半 ・ 南端付近に堆積する。 粘

性の強い締まりのあるシル ト に砂の薄層を2 ~ 3 枚含むが便宜上一括した。

LV ； 灰褐色砂質土層。 LVIの直上に堆積する 。 小礫を含む薄い層である 。

LVI ； 灰色砂礫層。旧河 床礫層である。

遺構の多くは， LN上面で検出されたが， LIII は部分的に堆積して いる層であるため， 掘り込み

層位の違いによる遺構の新旧関係 の把握はできなかった。ただ， 堀跡がLIIIを掘り込んでいるため，

LN以下の土層は， 神指城築城以前の土層と いうことになる。

また， LIIは， 圃場整備が行われる以前の水田土壌であるが，外堀跡堆積土の上部において最

も良く遣存している。 これは， 図版 2 に掲載した航空写真に見 ら れる水田の範囲と合致するもの

である。

このほか， 外堀跡の上部に堆積するLII の上方には， 大 小の礫が多量に混入していた。 この礫

については後世の盛土として一括して扱った。 しかし， この一帯で拳大 以上の礫を含む層は基本

土層LVI以外にな い。したがってこれ ら の礫は， LVIを掘り込んで造 ら れている外堀跡か ら 排出 さ

れたもの， すなわ ち 本来的には土塁を形成して いた礫であることは疑いない。 圃場整備事業によ

って土塁を破壊した際に， 当時窪地となっていた堀跡部分に礫を埋めたものと考え ら れる。

3 . 堀 跡 （第14図，図版 5 ~11)

調査区16区か ら 20区 (S 150-S 196) で検出した堀跡である。 1次調査の段階で確認されていた

もので， LIII上面で検出した。 堀跡にはLlI ( a · b • c ) 旧水田面層および圃場整備の際， 土塁を

崩した土砂によって構成されている盛土層が40 -60crn ほ ど覆っており， 土壌は還元作用により青

灰色を呈していた。重複状況は， 5 号溝跡と切りあっているが， 新旧関係 は不明確であった。 溝

跡は外堀跡に流れ込む状態で南側縁辺につながっている。土層の観察は， 調査区東壁面と堀跡南

側に東西のベル ト を残して行った。

調査区東壁の断面は， 堀の上幅31.6m, 下幅23.0m, 堆積土 t 1上面か ら 底面までの最深部分

までは 1 . 42mを測る。底面はほ ぼ平坦であるが， や や南側に向かって傾斜している。 北側部分に

は， 幅2.6m·深さ1 . 2mの掘り窪みがあるが， これは新しい攪乱である。ただしその下方の落ち

込みは攪乱によるものではない。 南側と北側の底面か らの立ち上がりは若干の違いがある。 北側

は， 掘り込みか ら 約 40゜の角度で立 ち上がり， 屈 曲点よりl. Om緩やかなス ロ ー プを経て検出面（掘

り込み面）に至る。 南側は， 35゜ の角度で緩やかに立 ち上がり， 8.2mの平坦部を経て検出面に至る。

平坦部と検出面との比高差は24cmである 。 堀内堆積土は， 主に 6層に分かれる。 [ 2と £ 5はさ ら

に 2 つに細分される。

t 1は暗灰褐色粘土質シル ト で炭化物が混入してい る 。 須恵器片や陶器片がこの層より出土し
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ている。 北側部分では， 旧畦畔と考えられる三角状のブロ ッ クが観察される。 暗褐色粘土質シル

ト で締まりが良い。 e 2aは， オ リ ー ブ褐色粘土質シル ト で径0.7 -2.0cmの丸礫と炭化物が微量混

入している。 € 2b は暗灰黄色粘土質シル ト で径0.7 -2.0cmの丸礫と炭化物が微量 混人してい

る。 € 3は， 暗灰色粘土質シル ト で炭化物が若干混入し， 径3. 0-10.0cmの丸礫が ラ ンダムに含ま

れている。 € 4は， 黒 褐色粘土質シ ル ト で炭化物が若干人り， 径1.0-7 . Ocmの丸礫が層の下部に

偏って分布している。 e 5aは， 暗灰黄色粘土質シル ト で径1. 0-8. 0cmの丸礫が層の下部に偏って

分布している。 炭化物は若干含まれる。 € 5bは， 暗灰黄色シル ト で砂粒を若干含んでいる。 径

2.0-10. 0cmの丸礫が層に ラ ンダムに分布している。 土層断面には， 崩落したと考えられる層は

確認されなかった。 南北ベ ル ト 南側立 ち上がり部分に € 6が ブ ロ ッ クで若干落ちこんでいる程度

である。 崩落層を確認するために南北ベ ル ト の南側立 ち上がり部分から平坦面にかけて， 幅 l m

のサ ブ ト レンチを設定して観察を行っ た。 その結果， 径 2 -15cmの丸礫を含む均一の砂礫層が確

認されたのみで， ブ ロ ッ ク や炭化物を含む層は確認できなかっ た。 これは， 北側立 ち上がり部分

の重機による掘り込み過 ぎた部分で露出した層と同 一のもので， LVに相当する。

19区の東西ベ ル ト は， 堀の深さが， 最深部分で］ ．20mを測る。 堀はさらに西側の調査区範囲外

に延びる。 底面は， 西側より緩やかに立 ち 上がり， 幅4.5mのテ ラ ス状の平坦面を経て東側壁に

至る。 平坦面と検出面との比高差は28cmである。 堆積土は e 2 b • e 4- e 6であり， 基本的には

東壁土層断面と対応する。 € 6は， 灰オ リ ー ブ色砂質シル ト で径1 . 0-15. 0cmの丸礫を含んでいる。

崩落層と考えられる層は確認されなかった。 西壁際を深掘りして土層観察を行ったが， 検出され

たのはLVで南北ベ ル ト と同様の状況であった 。

堀の平面は， 調査区が限定されていて， その全体像を知ることができないが， 築城時の縄張り

で興味深い形状を見ることができる。 外堀跡南側縁辺は， 「J�」状に阻 曲しており 〔S190.7 , W0.2) 

および 〔S 195.2, W2. 8) に屈 曲点がある。 角 度は， 87 ゜と120°である。 辺の方位は東壁が 〔S190.7 ,

W0.2〕 は N - 82° -W, 〔S190. 7 ,  W0.2) から 〔S195.2, W2. 8〕 は N - 5 ° - E, 〔S195.2, W2. 8) 

から西壁は N -65° -Wである。 外堀跡北側の縁辺の角 度は N - 80° -Wで， 外堀跡南側東壁部分

の辺 と ほ ぽ平行に延びている。 堀跡底面では， 北側立 ち上がり部分に溝状の掘り込みがある。 上

面での幅2.5m, 深さ60cmで半円状の断面を呈している。 堆積土層は し 4で底面の 曲線に沿って堆

積している。 掘り込みは， 立 ち上がり部分に沿うように掘り込まれている。 このこと により， 築

城時に掘り込まれたものと判断されるがその性格は不明である。 また， 堀跡北側には土塁の存在

を示す遺構が想定されるが， 調査区内では基底部は検出されなかっ た。

堀跡からの出土遺物は， 少量ながら木製品・加工痕を有する木材・ 自 然木があった。 出土層位

はすべて € 4である。 特に， 北側の溝状の掘り込みから漆器椀が 4点出土し， 内 3 点は炭化物と

ともに一括状況で出土した。
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4 . 溝 跡 （第15· 16図， 図版13-15)

溝跡は， 計 6 条確認できた。 こ のう ち ， 2 号溝跡・ 3 号溝跡は， 基本土層LIi に相当する堆積

土を有する こ とから， 圃場整備以前の水田にともなう溝跡と判断した。 また， 6 号溝跡は， 1 号

溝跡よりも古い溝跡であるが， 基本土層uv 中位において検出したものであり， 城跡とは直接の

関連性がない。断面形が緩い皿状をなし， 自 然流路と考えられる こ とから部分的な調査にと どめ

た。 4 号溝跡は， 基本土層LIi に相当する堆積土をも ち， 側壁に杭を立てている部分がある。 こ

れも圃場整備以前の水田にともなう溝跡と考えられる。ただ， 外堀跡に注 ぐ 5 号溝跡の真上を走

る特徴があり， 堀跡埋没後も 5 号溝跡の流路が失われていなかった ことを示すものと判断される。

以下， 城跡と直接関連する可能性のある 1 号溝跡と 5 号溝跡について報告する。

1 号溝跡 （第15図）

調査区北端の 1 A ·  B 区 L N上面で検出した。 L N 中位において形成された 自 然流路である 6

号溝跡と重複し， 本遺構の方が新しい。堆積土は， ［ 1が後世の人為的盛土層である ほかは， 砂

質土の薄層が ラ ミナ状に堆積する水性堆積物であり， 自 然堆積によって埋没したものである こ と

がわかる。遺構は縁辺部が不整に屈 曲しており， 上端の幅が3.1-3. 9mを測り， 検出面からの深

さは最大58cmである。 底面は皿状をなし， 北壁は急峻に立 ち 上がる。北壁の立ち 上がり角 度は，

50 ° ~80 °である。南側は緩い傾斜で立 ち 上がり， 明確に壁面と呼びうるものは認められない。遺

構の軸方向は N - 74° - E である。 遺構内からは遺物は出土していない。遺構は流路として機能

したものと言えるが， 人為的な遺構か どうかは不明であり， 正確な年代も不明である。

5 号溝跡 （第16図）

調査区南半の20-23区 L ill上面で検出した。外堀跡の南縁と重複しているが， 明確な切り合い

関係 はとらえられない。 本遺構の堆積土中位の土 ( t4) が外堀跡底面を覆っている土（外堀跡t6)

に連続する こ とから， 両者は同時共存していたものと考えられる。ただ， 本遺構におけるより下

層の堆積土の存在を考えれば， 本遺構は外堀構築よりも以前からすでに存在し， 機能していた可

能性が高い。 また， 本遺構が埋没後， 本遺構の窪みの上に重なるようにして4 号溝跡が形成され

ている。 したがって， 溝は 長 期間にわたって流路としての機能を保っていたと言える。

本遺構の堆積土は， 5 層からなるが， いずれも砂質土の薄層を レ ンズ状に含む水性堆積土壌で

ある。 遺構は縁辺部が不整に屈 曲しており， 上端の幅が 1 ~ 2 . 8 m で， uv上面から底面までの深

さは約 80cmを測る。 底面は断面が皿状をなすが， 壁面は， 西側か東側のいずれかが急峻で， 片側

が緩やかになる傾向が強い。 また， 幅の狭いところでは， 両壁がオ ーバ ー ハ ングしている。遺構

の軸方位は N - 11
°
- Wである。遺構内からの遺物の 出土は見られない。 調査の結果， 本遺構に

ついては 自 然流路と判断したが， 一時的に外堀内に水を供給していた可能性が高い。
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第1 7図 1 号集石遺構

5 . 集石遣構 （第17 図，図版16)

調査区の北端に近い 2 A 区LW上面で発見 した遺構である。 自 然流路と考えられる 6 号溝跡堆

積土の上部に構築されている。 遺構は， 周辺の土層内には存在 しない， 5 -35cmの花尚閃緑岩・

流紋岩 ・ 安山岩・細粒凝灰岩・石英安山岩質溶結凝灰岩な どの角礫・亜角礫 ・ 円礫を98個集積さ

せたものであり， 人為的構築物であることは疑いない。礫は， 南北1.95m, 東西1.7 8mの範囲に

分布 しているが， 特にその南東部分， 1. 22 X 0 . 85mの南北に 長 い楕円形の範囲には， 全体の約 80 %

が集中 している。 礫の下面の水準高はほ ぽ一定 しているが， 礫上面の水準高は不規則である。こ

れは， 礫 どう しを重ねているものがあるためである。 したがって， 敷石住居な どの性格は考えが

たい。 礫の中には破砕礫も含まれ， 接合関係 を有するものも見られる。これらの礫を撤去 したの

ち ， 下部に土坑な どの施設がないか どうか調査 したが， 6号溝跡が発見されたのみであった。以

上の点から， 本遺構の性格は不明とせざるを得ない。 出土遺物もなく， 正確な年代は不明である

が， 検出層位から見て， 神指城跡の年代よりも大 き < i朔る時代のものと考えられる。
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6 . 遺 物 （第18~21図， 図版19-21)

今回調査 し た地 区か ら は， 計28点の遺物が出土 し た。 そ の 内遺構 を伴 う も の は， 10点で ほ と ん

どが堀跡 よ り 出土 し て い る 。 遺構外遺物 は地 目 が水田であ る た め流 れ込み と 判断 さ れる も の が大

半であ る 。 近世以前 と 考 え ら れ る も の は， 摩耗 し た土師器杯 を 除 き すべて 図示 し た。

第18図 に 図示 し た も の は土器 ・ 陶器 ・ 銭貨であ る 。他 に 近代～現代の 陶器が 6 点出土 して い る 。

1 ~ 3 は， 須恵器であ る 。 1 は 甕胴部片 で堀 内堆積土 £ 1 （旧水田層） で出土 し た 。 内 面 に ハ ケ

メ を 有 し て い る 。 器厚 は 1 . 1cm を 測 り ， 焼成 は 良好であ る 。 2 も 甕胴部片で， 外面 は タ タ キ メ ，

内 面 はハ ケ メ を 有 し て い る 。 器厚 は 1 . 0cm を 測 り ， 焼成 は 良好であ る 。 若干摩耗 し て い る 。 3 は

底部片で回転糸切 り で あ る 。 底部の器厚 は0. 7cm を 測 り ， 焼成 は 良好であ る 。 3 点 と も 水田層 で

出土 し て い る ので， 流 れ込み と 判 断で き る 。 4 ~ 8 は施釉陶器であ る 。 4 は茶碗の 口縁部であ る 。

器厚 は 0 . 35cm を 測 る 。 焼成 は 良好で在地産 と 判 断 さ れる 。 内外面 に は灰釉が施 さ れて い る 。 5 は

徳利 の体部であ る 。 器厚 は0. 85cm を 測 り ， 釉薬に は呉須が使用 さ れて い る 。 焼成 は 良好で在地産

と 判断 さ れる 。 外面 に は 回転ヘ ラ ケ ズ リ 痕 を 有す る 。 6 は土瓶の取 っ 手部分 と 推定 さ れる 。 器厚

は0. 55cm を 測 る 。 焼成 は 良好で鉄釉が施 さ れて い る 。 胎土 よ り 在地産 と 推測 さ れる 。 7 は器形が

不明で， 底部 に は 回転糸切 り 痕 を 有す る 。 焼成はやや不良であ る 。 大堀焼の所産 と 推定 さ れる 。

8 は高台付椀の底部であ る 。 底径は推定5 . 0cm を 測 り ， 内外面 に は緑釉が施 さ れて い る 。 在地産

と 判 断 さ れ る 。 9 は寛永通宝で あ る 。 径2 .4cm, 重量2 . 7 g を測 り ， 材質は銅で古寛永 に属 す る 。

第19図 は漆器で あ る 。 堀跡 £ 4北側溝状掘 り 込み部分よ り 集 中 し て 出 土 し た。 内 1 • 3 • 4 は

西壁側 よ り 一括出土 し， 2 は東壁断面 よ り 出土 し た。 1 は杯型椀であ る 。 底部の推定径 は 6 . 6cmで，

器厚 は0 . 55cm を測 る 。 ブナ材で柾 目 取 り さ れて い る 。 遺存状態 は極め て不良であ る 。 黒漆 を 塗布

し た の ち ， 赤漆で仕上げを 行 っ て い る 。 漆 の 状態 も 悪 く 剥離 して い る 。 2 は高台付椀であ る 。 高

台部分は消失 し て い る 。 器厚 は0.6cm を 測 り ， 遺存状態は不良であ る 。 ブナ材 を使用 し て お り ，

柾 目 取 り さ れて い る 。 下地 に は柿渋が塗布 さ れて お り ， そ の後内面 は赤漆， 外面 は黒漆で仕上げ

て い る 。 3 は高台付椀であ る 。 高台部 は欠損 し て い る が， 残存部分 よ り ， 底部推定径4 . 6cm と 推

定 さ れる 。 底部の削 り 出 し は浅 く ， 底部器厚が1 . 25cmで体部器厚が0 . 75cm と やや厚い。 遺存状態

は不良であ る 。 樹種は ブナ で柾 目 取 り さ れて い る 。 下地に柿渋 を 塗布 し た後， 内面 を 赤漆， 外面

を 黒漆で仕上げて い る 。 漆の遺存状態 は不良であ る 。 4 は高台付椀であ る 。 残存部分が極めて少

な い 。 僅かに高台部の痕跡 を 見 る こ と がで き る 。 器厚 は0 . 72cmであ る 。 樹種は ブナ で柿渋 を 塗布

し た後 内外面共 に黒漆で仕上げて い る 。

第20図 ・ 第21 図 は， 木製品 あ る い は加工痕 の あ る 木材であ る 。 第20図 1 以外は全て堀跡 £ 4 よ

り 出土 し た。 第20図 1 は， 板材であ る 。 樹種は ス ギで全体的 に摩耗 し て い る 。 板 目 取 り さ れて い
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重量 ； 2. 7 g 
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第1 8図 土器 ・ 銭貨

5 cm 

(1/2) 

るが用途は不明である。第20図 2 は弓状に湾 曲した形状をしており片面にケズ リ 痕を有している。

樹種はマツで遺存状態は極めて良好である。 用途は不明である。 第20図 3 は杭の破片と考えられ

る。 樹種は二葉松 で遺存状態は不良である。 第21 図 1 は木鉢の口縁と推定される。 外面にはチ ョ

ウ ナによる粗彫り痕を有しており， 内面にも若干ケズ リ 痕を有している。 樹種はナ ラ 類で柾 目 取

りされている。 器厚は3 . 3cmを測る。 2 は板材である。 樹種は二葉松 で板 目 取りされている。 板

の推定幅は9 . 5cmで厚さは1 . 6cmを測る。 遺存状態は不良である。 用途は不明である。 3 は板材で

ある。 厚さは0 . 6cmを測る。 樹木は二葉松 で板 目 取りされているが用途は不明である。 4 は板材

であるが， 片面に 曲 線状の成形痕を有する。 板 目 取りされており， 厚さは1 . 1cmで成形されてい

る部分は0 . 7cmである。 樹種はブナで遺存状態は良好である。
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第 2 節 2 次 調 査

1 堀跡(16A) - U

召 高 ： （2,紐）
底 径 ： （6＆⇒ 
樹 植 ： 7ナ
木取り法：liE目取り

2 煽鯰(168)- U 
註 高 ： （3.Ja,) 
樹 種 ： プナ
木取り法：梃g取り

4 撼鯰(18 . 19A)- U 

臼 高 ： （2.0ca)
底 径 ： （4.9叫
樹 II : ブナ
木取り 法 ： 擾目取り

3 職跡(16A)-14 註 高 ： （3.0"") 
底 径 ' (4.6"')
樹 檀 ： プナ
木取り法：柾目取り ゜ 5 cm  

(1/2) 

第19図 木製品( 1 )
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第 2 章 発掘 調査 の 方 法 と 結 果
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第2節 2 次 調 査

1 堀跡 (16 B ) - 14 全 長 ： 6.8cm
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第 3 章 ま と め

遣構 と 遺物

今 回調査した神指城跡の範囲は， 1 次調介の ト レ ン チ配置箇所と， 2 次調査の二の丸南側の一

部で調在区幅も 7 mと狭いため，得られだ情報は限られてお り 不明な点が多い。 その中で 2 次調

査によ っ て得られた結果は以下のとおりである。

遺構 に つ い て

① 溝跡は， 調査区より 6条確認 さ れた。 2 · 3 · 4 号溝跡は圃場整備以前の水田に伴うもの，

1 · 5 · 6号溝跡は 自 然流路と判断 さ れた。 内 1 · 5 号溝跡は神指城跡に関連する可能性を

有する。

② 集石遺構は 1 基確認 さ れた。 神指城跡以前の遺構であるが時期 ・ 性格は不明である。

③ 神指城跡二の丸南側外堀跡の一部分が確認 さ れた。

④ 二の丸平場部分では，調在区内において， 城郭に関係 する建物跡等は確認 さ れなか っ た。

⑤ 土塁の基底部は確認 さ れなか っ た。

遺物 に つ い て

① 調査区よ り 須恵器・陶器・木製品が少量出土した。 須恵器は平安時代の在地産のものであ

り 陶器は近世後半から近現代のもので在地 産の他に大堀焼等の搬入品がある。 大半が流れ込

みによるものであるが，付近に平安・近憔の集落跡が存在する可能性がある。

② 堀跡に伴う漆器椀・木製品 ・ 自 然木が出土した。 層位よ り 築城時に近い時期に埋没したも

のと判断 さ れる。

これらの中で神指城に関 連する遺構③危）の外堀跡， 遺物②の漆器椀について若干の検討を行う。

外堀跡については調壺の結果次のことがわか っ た。

外堀の規格は， 幅が44m, 深 さ は1 . 44mである 。 堀は 3 つの形状から成 っ ている。 南縁西壁側

には検出面よ り 25cm ほ ど低い平坦面があり，北縁には緩い ス ロ ー プ， そして実際の掘 り 込み部で

ある。 掘 り 込み部の幅は25mである。 堀の断面は諸薬研状であるが， 急峻な勾 配は付 けられてい

な い 。 深 さ はLIii 検出面から最深部分で1. 44mである。 堆積土の状況から，堀は人為的に埋めら

れたのではなく 自 然埋没し， 湿地とな っ ていたことがわかる。 この湿地はそのまま水田として利

用 さ れた。 堀南縁は「J.」状に屈 曲している 。 堀南縁の東壁に接する辺と堀北縁の辺は， ほ ぼ平行

である。 この ことよ り ， 土塁には， 屏風折な どの横矢掛かりとしての塁線の屈 曲が予想 さ れる。

さ らに外堀の築造年は1600年と明確であるので他の城郭と比較する ことができる。
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この当時の主な城郭の二の丸の堀の規格は以下のとおりである。

・大阪城二の丸 幅65-lOOm 深 さ 不明

・広島城二の丸 15間(27 .27 m ) 深 さ 1 丈(3. 03m )  

• 名古屋城御深井丸 36間(65 .45 m ) 深 さ 不明， 据手沼26間(47 .27 m ) 深 さ 不明

・米沢城二の丸 東側輻15間(27 .27 m ) 深 さ 2 間 3 尺(4. 55 m ) ， 北側幅13間深 さ 3 間(5 .45 m )  

• 山形城二の丸 東15間深 さ 6間半(11. Sl m ) ， 西15間深 さ 3 間半(6.36m )

・大分城二の丸 幅13間(23. 64m ) 深 さ 7 尺(2 . 12 m )

外堀跡の幅は，曲 尺 に換算すると24.2間となる 。 5,000分の 1 の復元図上での計測値は50 m で

27間相当である 。 検出面が現況より約0 . 8m 低いことを考慮すればほぽ同 一と判断できる。 こ の

規模は，大阪城や広島城， 名古屋城と比較しても遜色がないものである。次 に深 さ に ついてであ

るが， 広島城や， 上杉景勝が本城と同 じ く 普請した米沢城より本堀跡は非常 に浅い。 現況面（水

田面）からの深 さ で2 . l m であるがこれでもなお浅い。 荻生祖棟著の 『鈴禄』 に所収 さ れている謙侶

流での堀の規格は，ニ ・ 三の丸 において大城の場合， 幅二十七間半深三間半， 中城の場合， 幅ニ

十間深二間乎， 小城の場合， 幅十七間深二間と さ れている。 これは後世 にな っ てから集成 さ れた

軍学書であるが，神指城の場合堀幅からすると大城に匹敵するが，深 さ はかろう じて小城の規格

であ り ， 完成した城郭としては，不均衡である。 一方， 大分城は神指城外堀と類似する要素を持

っている。 実際 に機能する外堀の掘り込み部の幅は25 m で， これを幅とすると規格はより類似し

て く る。地取りな ど性格を一概に比較できないが，戦場として機能する に耐えうる規格は有して

いたと判断できる 。 堀の法は， 緩やかであり他の城郭の堀と類似する形態は見出すことができな

い。 ま た外堀南側のテ ラ ス状の平坦面は， 礫層の部分でとめられており， 丸礫を露出 さ せた ま ま

である。 底面からの立ち上がり方も外反している。 堀の法面を整形したとは言い難い。 平地に築

かれる城郭の堀は大半が水堀である。ただし，水堀は堆積物が溜 ま りやすいためそれを想定した

深度を確保する。以上のことより， 神指城の外堀は水堀としての機能を十分に果たしていたとは

言い難い。 ただし， 空堀として見た場合， 機能は違って く る。 水堀が防御に 重点を置いているの

に対して空堀は攻撃の要素を持 って く る。敵の入城を阻止する障害となるととも に城方 が 白 兵戦

闘を仕掛けるのに有利である。大阪城や名古屋城，熊本城 においても大手側に空堀を配し敵を集

中 さ せる設計がな さ れている。 神指城南側外堀を大手と考えた場合， 同様な縄張りがな さ れたと

すれ ば， 他の部分の堀の様相が不明であるので未完成の城であ っ たとは言えな く なる。 『旧事雑考』

『会津鑑』『会津四 家合考』 『新編会津風土記』等 に は， 神指城二の丸は 6月 1 日 には大体完成したと

記 さ れている。 それに対して 『上杉家記』には， 6月10日に工事をやめたと記 さ れており， 微妙な

食違いがある。 これらは， 普請 につ いての記述であり， 作事（建物建設） に つ いては言 及 さ れてい

ない。 以上の事より， 消極的な論拠ながら工事は途中で破棄 さ れたのではな く ， 城郭としての機
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能を有する時点での一時中断と考えられるが， 今後の調査を待って再度検討すべきであろう。 な

お， 上記文献中 『旧事雑考』には， 水濠を張り巡らされたとあるが， 堆積土からすると， 外堀跡は

埋没過程で谷地田あるいは湿地となっていたと考えられ， 記述の時点では' '著者が水濠と して機

能 したととらえたのであろう。神指城は上杉氏米沢移封とともに 自 然廃城となったと考えられる。

元和元 年の「一 国一城令」にかから なかったことから， その時点では， 要害とはみなされていなか

ったといえる。

漆器椀は計 4 点出土 している。 甜台付椀が 3 点， 杯形椀が 1 点である。 いずれも遺存状態が悪

いが第19図 1 • 3 • 4 は一括状態で出土 した。 器形を分類すると 3 つに分けられる。

1 類 ； 高台付椀で椀の口径に比 して器高が高いもの

2 類 ； 高台付椀で椀の口径に比 して器高が低いもの

3 類 ； 杯形椀で椀の口径に比 して器高が低いもの

1 類は， 底部の器厚が体部に比べ厚く， 底部からの立ち 上がる曲線は体部下半に偏在 しており

上半は ほ ぽ直線的に口縁まで立 ち上がる。 第19図 3 が該当する。 2 類は， 底部の器厚が胴部に比

ベ同 じか薄く， 底部から立ち 上がる器形の曲 線は緩慢である。 底部の器厚が薄くなるのは， ロ ク

ロ による挽き込みによる整形過程で高台が比較的高くないものに多い。 同図 2 • 4 が該 当する。

3 類は， 器厚が薄く底部が僅かに内湾する。 同 図 1 が該 当する。 椀には， 汁椀 ・ 飯椀 ． 蓋 ． 杯 ・

皿状容器な どがあるが器形から明確に判断できないものが多い。 1 類は， 汁椀 ・ 飯椀に多い形態

である。 2 類は汁椀 ． 蓋に多い形態である。 3 類は杯か皿状容器である。

椀には， いずれもブナ材で柾 目 取りされており， 黒 漆または赤漆での仕上げで， 下地には柿渋

が塗布されている。 文様は描かれていなかった。 第19図 1 だけは黒 漆の上に赤漆が塗られており，

丁寧 な仕上げとなっている。 出土状況および器形の違いより一括で出土 した 1 · 3 · 4 は， セ ッ

ト と考えられる。 県内での類例を探すと， 蛭舘跡から出土 した椀に類似 している。 帰属 年代は16

世紀とされている。 また， 東京都増上寺子院群遺跡の木材集積土坑および土坑墓から出土 したI

期 （六道銭による区分では1598 - 1636年， 陶磁器に よ る区分である17世紀前葉） に属する漆器椀

C1類に類似 している。 堀の構築年代が1600 年でほ ぼ一致 しており， この 年代に帰属 してよいと

考えられる。

会津地方は， 会津塗等漆器生産が現在まで盛んである。 その背景と して， 材料であるブナ ・ ト

チ ・ ケヤキが群生 しており， 漆もまた豊富に採取できた。 その歴史も古く， 漆器の生産は薩名氏

の時代から椀 ・ 盆 ・ 鉢な どの生産がなされていたと言われる。 文禄 4 年の掟の なかには蝋にたい

する役銭徴収が行わ れており， 漆が商品またはマ テ リ ア ルと して活用されていた ことが わかる。

蒲生氏郷時代には， 同郷の近江国日野で生産されていた日野椀の技法を移植するため近江国愛智

郡昌地村より渋地首 （漆工頭） 石川和泉守他46名を若松 と小荒井村 （喜多方市） に移住させ， また木
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第22図 神指城跡復元図 アミ点は堀跡推定範囲

地師については， 近

江国慈教寺の進めに

よ り土地頭佐瀬和 泉

と同新助他 5 人を移

住させ慶山にて挽か

せたとされている。

上杉景勝の支配にな

ると蝋漆の専売仕法

の原形がなされてい

る。 この時に漆木改

めを行い年貢を増収

するとともに農民か

らの手持ち 蝋の買い

上げが行われた。 こ

の時点 よ り漆器の原

料は官給となってい

き， 米穀以外の貴重

な 財 源 と な っ て い

く。 この時点ですで

に産地化していたと

みて良いだろう。 出

土した椀が在地産で

ある可能性は十分にあると考えられるが， 会津地方の資料の集成を待って検討する必要がある。

漆器は， 日常生活に使用される雑貨という よ りもハ レの儀礼的な食膳である。 近世初頭におい

て漆器については少量の伝世品は残存するものの， 歴史的変遷や技法は不明な点が多い。 今 回 出

土した漆器椀は， 時期が明確な資料として貴重であり， セ ッ ト として比較 しうる資料が今後増え

ることに よ り， 当時の生産形態や生活状況の一端を知る手がか り となるであろう。

今後の課題

神指城は， 上杉景勝が慶 長 5 年に築城した本丸， 二の丸から構成される輪郭式の平城である。

盆地内 を見渡せる河 原に立地し， 旧湯川の流路が東西を流れており 自 然の外濠を形成している。

国内でー級規模の城郭といえる。 神指城の規模については， 寛文12 年(167 2 年）に編纂された 『会
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第 3 章 ま と め

津旧事雑考』 に は次の よ う に記 さ れて い る 。

本丸東西百歩南北百七十歩曼根廣六丈高三丈五尺 東西北開 門 四方曼石為垣環皆池也廣二十三

歩二丸東西二百六十歩南北二百九十歩 曼根九丈高二丈五尺 四方開門環皆池也廣二十歩

今回 の調査で こ れ ら 文献の数値がほ ぽ正確で あ る こ と が立証 さ れた 。 し か し， そ の 築城価値 に

つ い て ま で は 明確な 回答 は得 ら れな か っ た。 上杉景勝が築城 を 開始 し た理由 に は お お ま か に二つ

の 原 因 があ げ ら れ る 。 1 . 徳川 家 に対峙す る た め の 臨戦準備， 2 .  120万石の 中 心地 と し て の府

城及 び町整備 と で あ る 。 どち ら に童 き を 置い た か に よ っ て上杉景勝の歴史的立場は微妙 に 変 わ っ

て く る 。 神指城跡は こ れ ら を 解明 す る 手がか り を 内包 し て お り ， よ り 童要性 を 帯 びて き た こ と に

な る 。 今後の調査 を待 っ て そ の成果に期待 し た い。

会津若松市
会津若松市
安藤 弘道
伊藤 正義
伊藤 正義
加藤 晋平
河東町
北垣聰一郎
佐々 木 修
潮田 鉄雄
潮田 鉄雄
鈴木 敬治
鈴木 敬治他
須藤 護
須藤 護
須藤 護
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（圃場整備前， 南上空 か ら ）
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調査区全景
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7 外堀跡堆積土断面 （西か ら ）

8 外堀跡遺物出土状況 （ 西 か ら ）
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9 調査区南半全景 （北か ら ）

1 0  外堀跡全景 （ 北 か ら ）
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1 1  外堀跡南辺断ち 割 り 断面 （ 西 か ら ）

12  調査区南端碁本土層 • 河川跡（右恨ll)断面 （北か ら ）
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13  1 号溝跡

14 4 号溝跡
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15 5 号溝跡堆積土断面 （南から）

16 集石遺構 （東か ら ）
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第 9 図 I

17  1 次調査出士木製品
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18  1 次調査出土漆器椀

19 2 次調査出土漆器椀

第19図I

第19図3

第10図1

- 53 -



第20図 1
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